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井上:同志社火学にとってきわめて重要な良心の

概念について、お聞き及びのように3 人の先生が

少しずつニュアンスを異にしておっしゃったよう

に思っております。また、皆様もある意味では述

つた視点で捉えられているかもしれません。ただ

いまから質疑応答の時剛といたしますが、フロア

の皆さんは最初にお名前をおっしゃってくださ

い。しかし、そのお宰,前が実は来年2月に出ます
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砕斤鳥研究」のΠ1・号にそのまま出るとは限らな

いのであります。それで、お名前を伏せて、かつ質問事項を簡潔にして、あ

るいは回答をなさる先生の中身を簡潔にしてお載せするということになるの

ではないかと思いますが、どうぞご了解をいただければと思っております。

それでは、フロアからご質問・ご意見を頂戴いたしますが、まずお名前か

ら。どの先生にご質問・ご意見をお出しになるかおっしゃってください。で

は、どうぞ。

(質問者がいない。)これはどういうことでしょうかね。はい、どうぞ。簡

潔にお願いいたします。

A :これは質問ではないんです。良心Ⅷ卑ですね。大学の正門の前に立ってい

るあれは、半田家からあの石が笥那付されているんですね。あれは碓氷1峠から

とれる碓氷石です。半田家は5代にわたって同志社の協力者なんですけど、

私はその6代目になると思うんですけども半田三郎と岩倉で同級生だったん

です。彼は新島学園から同志社へ来ましたんですね。それで、その弟が香里

へ入学したその記念に、また半田三郎君のお父さんが香里にもその碓氷石を

寄附しまして、香里にも良心陌卑があるんですね。香里の長身ではなくして、

長方形だそうです。

それで、半田君のところは戦前は同志社の111林王と言われていまして、朝
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川斗こ広大な杣1ポをしたんですね。それで、何を舶えていたのかと半1_Ⅱ1_辻耶君

に開きましたら、卞に松の木を植えたと井うんですね。それは成長が早いか

らということで、大正の終わりから昭和の初め頃にかけて柚林を本格的に始

めて、松dメqよ靴前、北彰Ⅱ咋に三菱製糸もあったんだから。

井上:無iくお願いできませんか。

A :もうすぐあれです。恐らくパルプなんかに使われたんじゃないかと思い

ます。それで、群膨県では湯浅総長のお家の湯浅家、それからその半田家、

それから住谷先生のお家の住谷家、この御三家は親1戒より以'ト.に親しく交流

されています。それで、半川三則q_牝よ住谷先生からわが子のように、それか

らご次男の住谷弊先化からは実の弟のように非常1:大事にされていました。

参ぢになるかどうか分かりませんけど、丁IH家についてちょっと印し上げま

した。どうも。

井上:はい、ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。はい、ど

つぐ。

B:根本的な質問になってしまうんですけど、何遍もおっしゃったように、

ある冒い方をすれぱ苦し紛れの介解であったような発言をされていたので慰

うんですが、侃浮文というのは神を一切認めていませんね。人開が鹸fεです

ね。それで、僕、立命館出身なんですが、立命館は孟子をすごくたたえてい

るんですね。

そのことはどうでもいいんですけど、だから、ここの話し介いというのは

キリスト教を認めないという軍部と、袖を偏じていないグループの言う良心

というものの論争となれぱ、一体どういうことになっていくんですかね。同

志社の存続のために一4ご懸命軍部を、悪い11柴を使えばだましたということ

を理解すればいいんですか。

沖田:和1_印洋一先生はそのようにおっしゃっています。棚_民テ諭で、キリス

ト教主美というものを柳U二げにして良心碑を作ったと。だから、即刷1に妥協

じゃなくて、升勿U1りには妥恊という形をとるんですけれども、同志社の恨枠

はこれによって,小られたというのが和仕抄V上のぢえ力です。私はそうは理解

していないんですね。

B:と、井いますと?

シン寸{ジウム寺念イ〒、ト1川分
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沖田:やはり良心碑を建立する前に、同志社教育

綱領を作りますね。あそこで当時の教育勅語休制

を認めた。あれ、認めなかったら、同危井上には兵

役免除の特権をぢ'えられない。立教なんかは特権

を放棄して、キリスト教主義を維持したんですけ

どね。だから、恐らく同志社は配属将校の要求に

ノーと言ったら、配応N乎校は引き揚げ1す。引き

揚げたら同志社には兵役猶予の免除を勺・えられな

い。ぢ・えられないということは、学生も来なくな

る。そういう状況の中で、やむなくこれを出したのではないかと思うのです

ね。

B :ありがとうございます。

井上:よろしいですか。お次、いかがでしょうか。はい、どうぞ。

C:先生力、ありがとうございました。同志社大学神学部研究科の博」オ糸期

課程にいます C と巾します。私は、第一剖Ⅱ"」研究の会員でもありますし、

あと良心、学研究センターのサポーターもしております。指導教授は小原ラ堅卞

です。

皆様が靜蛎倫される市jに、良心学研究センターの設立であったりとか思いで

あったりというところを先にお伝えしておいたほうが靜'命になりゃすいのか

なというところがあったので、感想と含めて、質問ではないのでちょっと中

し訳ないんですけど、剛いていただけたらなと思います。

井上1豆くよろしく。

C 映豆く行きます、はい。5点でまいります。まず、良心学研究センターの

立ち上がりのところからなんですけども、文理融合の学耶祭的なプラットフォ

ームを目指すというところ。それから、良心教育という言菜がやっは゜り朝か

らずっと批判的な意味で使われているというか、批判対象として上がってい

るかと思うんですが、良心、学研究センターが立ち上がってやってくる巾で

も、良心ご,ほ良心教育のアンチテーゼであるべきであるという老えに至って

います。

それで、三つ目ですけれども、両キャンパスをつなぐという意味で芋水祭的



というところにかかってくるかと思いますが、利・学的な視'貞も含めたところ

で研究していこうというのが三つUです。

そして、四っ目になるのが同志社の内部においても広く訴えていきたいと

いうか、広くつながっていきたいというところが四つ目の目的です。

そして、五っ「1ですが、同志社む力超えて外に、世界的に今はもう文E碕蝕介

というのは進んでぃますので、この'貞において良心学を掲げて詞志ネ・にから発

信していきたいというところがあります。

これがもとにありまして、私自身の博〒倫のテーマの目的のーつに、実は北

垣先生が泌志社 140周午のシンポジウムでおi折しされたときに、同志社はキ

リスト教心裟に対して一定のきちんとしたぢえであったりとか態度を太明し

ないといけないという捉言をなされていたと思うのです。それで、北卸つモ化

が挙け'られた岡辻ネ_Nことってのキリスト教キ義というのは本来どうなのかと

いうところを、禾厶h身も良心、教育というよりも良心、学ですね。良心、という if

葉が歴史_1・イ叩女も出てきますけれども、それを含めて比!皎しながら北血先生

の捉iヲに応答したいというのが利、の1専楡の「1的の・ーつになっています。

そこを含めて、第一都門研究の会貝として、それから良心学側ヲtセンター

のサポーターとして、両力から見た場介に、先生ノjの作られてきた艇史的な

研究、歴史研究の1'盤というのはどうぢえても揺るぎないので、そこの部分

も当然必要であり、新しく文理触介の学際的なプラットフォームもやはり同

志社にとっては必妾なのではないかなと思っています。すみませ人、完全に

感葱になってしまったんですけども、ありがとうございました。

井上:北上・i先牛、何かご意見はございますか。

北垣:ご質剛の意味がよく分からないんですけれど。

C :先牛にご質剛というよりも、忠いというか、良心学研窕センターのW的

であったりというところを皆符'にお伝えしたことと、あと私"身のlj胴倫の研
'^に._'

究テーマが北垣先生のご1是言に1'6答することをΠ的としていますというIU

に近い形でした。なので、質剛では全然ないです。すみませ人。

北垣:ありがとうございました。

C :ありがとうございます。

井上:伊側"モ小、何かございますか。

シンポシウム1徐介il、1,倫
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伊藤:現実の同志社の中で良心の問恕を具体的な

問題として老えないといけないということはあろ

うかと思います。それで、引退していると新聞と

かテレビでしか同志社情報に接しないわけですけ

れども、ヲヒ常に気になるのは木屋町のあたりで田

舎から来た女子学生をだますように恋人気取りで

誘い込んで高い酒を飲ませて、風俗で働かないと

返洛できないようにすると。しかも、そういう人

たちがそういう問題を親なんかに絶対に話さない

ということをよく心得て知っているわけですね。そして、売り飛ばした学生

の中に同志社の商学寺祁の学生が2名いたと。名前も出たりしてぃます。

それを追っていますと、京都産大の学生は元学生というふうにあるときか

ら変わっているんですけど、同志社のところは一体学内でどうぃう処分がさ

れたのか。何もされていないのではないだろうかと。一切そういう情報が出

てこない。だから、ひょっとしたらこのまま同志社卒となって、また活動す

るけれどもそれでいいんだろうかと。具体的には、一体こういう大きな剤蔀哉

体の中でそういう犯罪をした学生をどう処分しているのか、大変気になると

ころです。

井上:ありがとうございました。今の問題について、私はこの教室に参りま

すときに正門から入ってまいりました。正門の一番近いところに立て看が出

ておりまして、今伊藤先生がおっしゃったように、 5月に新開記事になりま

した同志社の学生2人が女子学生を誘拐して云々という問題に対する火学の

とろうとする姿勢が伺われる文章でございます。私は、あの問題につぃて大

学はその砂U再の学割扮ゞ中心になって、どのように検討されてぃるのか、いた

のかについては、当然朋きたいわけでありますが、まだそこまで行ってぃな

いのか、村需命は出ておりません。

ちょっと参考までに申し上げますと、新島襄は、今われわれは良心問題を

検副'しておりますが、明治 18年12 ガの末にアメリカから戻ってまいりまし

て、新烏は同志社創立 10周年の記念の会の冒頭にこういう演説をしており

ます。自分が留守中に起こった同志社における事件、恐らく今回のような事

タ@少、
'゛山、

'

越磁
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件に近かったのではないかと思っておりますが、その小イ1Nこ対してきわめて

残念であると。今後、こういうことのないようにいたしたいという愆味のこ

とを彼は聴衆に誘えてぃるのでありますが、新工bの良心に対する老え力、姿

勢の一端をそこから読み取る忠いがいたします。

判増今部の大学ψ恕上の力、どうぞ、一遍その手紙を読んでみてください。咽

治 18年 n 打の劍立 10周年記念式典の臂頭の割"ナであります。はい、どう

ぞ。

沖田:私の学比時代のことを思い起こしたら、宗教学が必修科・1_1であった。

それで、いろんな4晋書のi舌を出ル、た。もうーつは、チャペル・アワ一という

のがありましたね。そのときには令部授業をやめて、もちろんhくのも訂

山、行かないのも自HI。そこで志ある人は牧師さんの説教を剛いたり、人権

の問恕の議論に入ったり、そういう"棚があったんですね。今は同志社関述

科目、本井先心がやっておられた科目とかがありますが、出j拓する字生も少

数で同志社のことを知滋として教えるんだけども、木当に岡志社の教育の桜

底にあるものを学ぶ場というのがあまりない。あまりというか、ほとんどな

ιノン寸{ιノ、ケご、糸1}:イ>「i寸」、しす

し、

先ほどの学リ上のことでありますけれども、恐らく立命も産券き大学も、罪を

犯したらすぐに退学させるんですよ。だから、「元」となります。同志社は

ちゃんと裁判を受けて、ちゃんと決まってからでしかHわない。本人と1川会

してどうなのか確認してから処分する。そういう意味では良心、的ではあるん

でしょうね。

新朋報道によりますと、彼らはああいうことをやって起業家としてお金も

うけの勉強になったといっています。人を使うことを学んだとも述べていま

同志社では起業家になることを勧めています。企業を起こしてlt1分/1、、す。 フ、

でビジネスの世界に入っていきなさいという教育もやっていますよね。あれ

はどこの大学でもやっています。一番飛要な小は起業と同時に良心や倫理を

七ツトで学井ませるということですけれども、今はそうじゃないんですね。',

生でも、学生ビジネスを起こして、あれは何億円ともうけたんですね。億近

いお金を動かしたんです、学佳が。これは人生のええ勉強になったと彼らは

いうのです。それと彼らの罪意識というのはどうなのか。
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これで、同志社は良心教育をしていると言わなかったらいぃんですよ。同

志社大学は良心教育、良心教育、良心教育と言いながらもああいう問題が起

こっていることに対する賀任のあり万というのは問われなけれぱならないと

思いますね。だから、私はそういう意味ではキリスト孝戈文化センターの所長

の横井先生にも、やっぱりチャペル・アワ一は講盲島を入れずに空けておくべ

きであると*し上.げたい。真面Πな学生はチャペル・アワ一に出ません。授

業があるから。不真面伺な学生1甜受業も出ないし、チャペル・アワ一も出な

いという'、うになりますよね。だから、学生力り、0やキリスト教にっいて学

べる、そういう仕掛けをいろんなところで設けておいて欲しいですね。同志

社に人ってみで脳みがあったら、聖書の会に出てみようかと。そうぃう学生

はいっぱいいると思うんですよ。そういう学生が来る場があればいいです

ね。お昼休みはみんな御飯を食べますのでね、学生にとって時問はありませ

ん。昔はそういう意味では、いつでも空けて待つという教育というのがあり

ました。そういシ意味では、良心教育の実態としてはあった。キリスト教ホ

義をべースにしてね。

私は今年定年で退職しました。40年岡同志社で教鞭を取ったのでありま

すけれども、年々、そういう同志社のキリスト教主義のよさがなくなってき

ていると実感しています。『同志社の忠想家たち』という本が出されたのが

大分昔ですよね。今から50年ぐらい前。そこで編者の和田洋一先生が同志

社らしくなくなったと書いておられます。私はそれを新部局で出したんですけ

ど、もうこれは完全に同志社らしさが失われ、立命とか京都火学とかとの述

いはどこにあるのかというと、見えなくなってきている。そのへんは、やっ

ぱり構成員の教員一人一人がどう自覚していくのか。恐らく、教員の先生方

がそういう意識を持って教壇に立たれなければ、単に外国へ行って英語・が話

せれぱ国際化であるとか、もっと国陪粕りビジネスマンとしてお金を稼ぐ方法

を学べというのでは、良心教育をしているとは恥ずかしくて言えませんね。

新島先41ξがおっしゃった、私が世の教育家と述うところはキリスト教主義

の徳育をもって教育の基盤とすると。その一点が非常に乗要なんです。かえ

つて良心教育という言菜では暖眛になっているのではないかとちょっと思っ

たりするんですけどね。
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井上:ありがとうございました。横井先化、われわれの研究会で先生が代太

として今Hこの大きなテーマを掲げることを主張なさった、その理由を皆さ

んにおっしゃってぃただけないでしょうか。

、

气

ヂ1 气
り

横井:沖H_1先生、ありがとうございます。キリス

ト教文化センター所長でもありますので、大変身

の引き締まる思いがいたしております。先ルがお

つしゃるように、この3 打にご退職なさった凉先

生もやはり良心教育、良心というのは突はキリス

ト教隠しだということをはっきりおっしゃること

が多かったです。実は、キリスト教文化センター

の教員、あるいはセンターの小でも良心教育とい

＼

＼

うのはどうだろうかということは人変湖題になっ

てぃて、やはりキリスト教主或というのを強訓すべきではないかということ

はセンターの小でもf;つているところです。

それで、教職員を対象にした研修会というものを毎年開催するようになり

ました。もう 4年になります。それから、入社5年Hの、これは法人、全学

校ですが、5 午Πの教職員を対象にした研修というものも行われるようにな

つてきております。多くの先4プjにご恊力いただいています。そういったこ

とで、教職貝にもキリスト教主義というものを広く知ってもらうということ

を意識してやっているつもりです。

学刈tに対しては、大変小し訳ありませんが、チャペル・アワ一はランチタ

イムと、それから 5時半の夕方と、昔の 5時半のほうがそのときは火晞H・1だ

つたと思いますが、 2割如)時闇で少し開始が遅くなったりして、その塒朋が

空くようになっておりました。 11寺階上剖に CH と習ル、てあったのを思い出し

ます。ほかの時朋も昔はそうだったようで、 CH ということで空けていたん

ですが、今はすべて授業時闇小かお昼休みか放課後ということで、ー、応どれ

かには行けるようにしているつもりなんですが、学生の出席、ランチタイム

は少し上がってきておりますが、まだ少ない状況ですので、ぜひ芋牲ミたちが

チャペル・アワ一等に向かっていくようにいろいろ工火をしたいなと思いま

す。

X.、'、

シンフ"ジウι゛捻介,司.金
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キリスト教文化センターで発行いたしておりますパンフレットにっいて

は、本井先生にも彰ψ雀をお願いしておりますが、キリスト教主義、それから

国際主義、それから自由主峩、三つの建学の精神といいましょうか、教育理

念は並び立つものではなくて、基盤にキリスト教主義というのがあるのだと

いうことを今のキリスト教文化センターでも強調しているところでΥ沖田先

生にもいろいろお・世話になっているところです。頑張ってまいりたいと思い

ますので、よろしくぉ願いいたします。

井上:ありがとうございました。今お開き及びのような考え方を同志社は持

つておりますし、将・牙Uこ1句けて少子化の中で同志社が生き延びるためにも、

火学の嶋ヰ散を明科以こするという意味からも、良心教育とは何かということ

を、こういう機会で問題にしているところでございます。ほかにどなたかご

意見、感想などはございますか。はい、どうぞ。

D :商学部 OB の D と印します。どうぞよろしくお願いいたします。沖田

先生にーつぉ尋ねしたいんですけれども、これはちょっと愚問かもしれませ

んが、良心イ沖のことに関してなんですがΥ湯浅先生がこれは聞いておられた

ということなんですが、良心碑は場合によってはもう廃止してもいいかもし

れないというふうなことをおっしゃっておられたということを先生はおっし

やいました。

しかし、結果的に良心碑は敢然として正門の前に立っております。それ

で、この良心●卵が存続したということの裏には何か大きな理由があるのか。

それとも、そうじゃなくて、たまたまといいますか、物理的といいますか、

やむを得ない理由があったのか、ちょっとそのへんの追及はーつ鍵になるの

かならないのか。私は非常に大事なものであり、多くの人に受け入れられて

いるからこそ良心碑は残っているというふうに考えたいと思っているんです

が、そのへんは沖田先生はどのようにお考えでしょうか。

沖田:いや、私は別になくさなくてもいいと思うんですけども、良心碑その

ものが立てられた経緯をしっかりと理解することが大切だと思うのです。ず

つと同志社の教育は良心教育であったというような言い方はきわめて歴史の

亊実に反すると。

ただ、良心、教育の内容は変わっていきますよね。言葉というのはね。だか
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ら、一番私が・諄いたいのは、良心教介は、戦前はこうだった人だけども、本

当は良心教育はこういう意味があるんだと。新しい良心救育に意味を付7し

てぃくというね。これが今良心学羽f究センターでやっておられることなんで

す。良心教育は駄目だ、ではないんです。

私が学生のころには良心教介とは・・体何なのかということがあったんです

けども、その当時の人たちはあれによって辞めさせられた人がいるんです

よ。同志社示斤教育綱領に反するから排除しなけれぱならないと。

それで、戦後、 GHQ が参りまして、同志ネNよ戦小にひどい軍部の抑圧を

受けたでしょうという議論のときに、戦争1噺妾の学長は鞭でしたっけ。牧野

虎次さんが「いや、あまりそれはなかったんだ』とおっしゃった。私が知っ

てぃるのは、それで、良心碑が残ったと思うんですね。軍部から艸圧を受け

て止むなく良心、碑を建てたとは、牧劉,さんはおっしゃらなかった。こういう

ことをオーテス・ケーリ先生から朋きました。これば文章でも残っています

よね。単鄭・1,の軍部の抑圧を受けたかどうかで牧野さんが仙ソ＼的に剖冉をとら

れて、同志社は、それほど問題はなかったということをおっしゃっている。

そのこと力りシ{レ〔、碑が残った火きい要鬨ではないかと思っているんですけど

ね。

井上:よろしゅうございますか。はい。どうぞ。

E :1978年度小の E と小します。私も広・年定午になりまして、1処事会社で

不正を行うこともなく定年になったのは良心教育のおかげだという'、うに思

つております。除年からちょっと時Wがとれたので沖則先生の講襲を2 岡ほ

ど続けて聞かせていただいて、良心教育ということと、新島先生の教えを杓・

び勉強させてもらっているというところです。

私の大学時代は、もう本当に良心碑を見て、喬集で感動したというような

ことで、どちらかというと「丈火(ますらお)」という1_;・柴が今の学4斗こな

いなということで、われわれの大学のときはラグビーも優勝しましたし、野

球も凍監督の東河大学t剛山のY●副_Πを破って優勝したということでf東京

に負けるかという感じの雰鬨気があって非常によくて、やっは゜り白山主裟と

か"井祭主義、キリスト教上鞍、 3 本で、チムも海タトのイ_1メ"をやりましたし、非

常にいいと戀うんですけれども、良心というのがりレ常に人によって述うこと

シン 1Kジウム糸惹f>1司、倫
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でしょうし、笑際に学生に対'して具体的な良心教育というのがあるのかどう

か。例えぱ芥打徐をしろとか、そういうのはあま川剖いたことがないので。新

島先生の教えがどういうふうに大那なのかをもうちょっと学リkに寸ン喪工商の

身分制度のところを、市民が平等でいるということがいかに大事なことなの

かとか、そういったところを教えてあげてぃただきたいと。

特に、ここのところE1分が一番であればいいというような風潮もはびこっ

てきていますし、新島先生は官僚とかが卿N、だったと思うんですけども、民

刷で力をつけようというのが同志社だと忍うけれども、そこらへんのことを

ぜひとも今の学生、同志社に入っただけでブランドを手に入れたかのよう

な、昔から坊ちゃんと言われていますけれども、世界を目指すような人材を

育成してほしいと思っています。

井上シ沖田先生、何か付ι"川えられることは。よろしゅうございますか。は

し、、と'うぞ。

F:関東から来ました F です。先生力、ごぎ戸労さまです。先ほどからいろい

ろと良心についてお話をされていますけれども、私は良心というのは別に取

り上げて話すことはないと思います。これは当たり前の話で。むしろ、同志

社はキリスト教主裟というあれを前面に出してやってぃくべきだと恩うんで

す。寄附行為に関してですけれども、同志社は2 ドルの献金、老農夫と老寡

婦からラットランドの教会で寄附'を受けた、それがべースです。

ところが、最近見ていますと各H肘ですね。慶應が一番、関西ではよそさん

は立命館であれですけど、立命鯨も寄附は少ないんですね。今ごろになって

同志社は寄附をやってくれ、やってくれと。やはり、寄附というのは非常に

大事です。ましてやキリスト教主義の学校ですから。だから、むしろ良心な

んていうのは当たり前の話なので。それを取り下げるかどうかは学校のあれ

ですけれども、キリスト教主義を前面に出されたほうが、もちろん国際*義

も必要ですけれども、私はそういうふうに考えているんですけども、先生方

のご意見をいただけれぱと。

それから、最近出ました『AERA』(アエラ)という雑誌ですね。これは

大学の宣伝の、朝日糸刑粥の週刊朝Hとは述って『AERへ_1 という週刊i志で出

ていますけれども、それとは別個の増刷1振で同志社のことが1"ていたので私
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は買い求めたんです。まず第 1ページΠに良心と・非いてあるんですね。これ

は恐らく詞志社の入学勧誘のための宣伝のあれだと思うんですけれども、ち

よっと利、非常に述手則惑を持ちました。

沖田:国際小義でも新島先生が詳っているのは愛人主詮、人を愛しましょう

と。人を愛するということは、凶境、区1家、民放も超えていく人だと。これ

が実は同志社の国際主義やだと思うんですよ。だから、例えはイ也者に対して

怒りとか憎しみを持たずに、すべて他名を愛しなさいと。こういうのがキリ

スト教主覇だと恕います。

今おっしゃったように、良心教育という1唾昧な"蔀柴ではなくて、キリスト

教主義に来っかった多くの人々、隣人を愛しましょう。困っている人を助け

ましょうと。そういう徹底した同志社の教育のべースになるものがだんだん

示薄になってきていると思います。だから、おっしゃるとおり、先ほど大谷

先生はキリスト教主裟というとリ1γ常に狄いので、良心教介という広いほうが

いいのではないかとおっしゃった。しかし、やはり火学の顔として、これほ

どの明確な教育理念を持った大学はないのでね。新島先生の詣菜から学ぶよ

うにしなけれぱ'と思いますね。これは重要やと思いますね。「良心、の全身に

允満したる丈犬(ますらお)の起り来らん那を」というものを、良心敦育と

井うから問題であってね。新島先生が主張された良心とは何かというとこ

ろ、真J里に照準して、キリスト教に結びつけて人闇をぢえるというね。そう

すればいいと忠うんですよ。良心教育という言葉が非常に暖眛。

そういう愆味では、良心、碑を見て「ああ、同志社らしいな」と忠った、そ

れはそうだと思うんですよ。しかし、良心教育の実態を4年湖の教育を通し

て学んでいくようなカリキュラム、または大学の姿勢功ゞなかったら、良心、教

育のヰ・,身が見当たらない。非常に蔀葉だけのものになってくる。やっは゜り建

前ではなくて、教育の実態として学叫ιが感じられるもの、卒業片.も、 4年闇

いて、これが同志社の教育の理念であると。やっは゜り自分の吉春を懐かしん

で、白分たちが一生懸命頑張っている学生に少しでも寄附しようというよう

な券1捌気を作るような、やはり大学U"塑念の呼枇築が必斐やと思うんですよ

ね。良心教育では、おっしったようにあまりお金は条まらないと恩うんです

よね。人を動かすような、新島先牛の心、ιゴ独れるような、そういう新島の敦

シンヨ{ジウ 1゛糸'介iH'、倫
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育理念、そういうものをわれわれは学生.に与えていかなければ.咲目なんじゃ

ないかという気がしますね。私ぱかりしゃべって。どうぞ、先牛.

井上:今の刈唄1先生のご意見に対して、よろしゅうございますか。はい。ほ

かに、先生。北垣先生、ございますか。

キ
、

、

北垣:今のお言葉に僕は賛成です。確かに、良心

教育というものも、私が言ったように解釈に過ぎ

ません。新島襄の理想を何とか実現しようと思っ

て、いろいろと後世の後継者たちが老えたわけで

すね。キリスト教と結びつけざるを得なかったと

いうところもそれだと思いますし、私は今日の先
入

しかし、それが同志社で定着しているわけでは

なくて、やっは゜り良心市卑という目に見えるものがありますし、僧郡よむしろ良

心という言葉が掘りj起こせば掘り起こすほどキリスト教と無関係でないとい

うことに雛も当たるわけでして、そのことに大変興味があります。キリスト

教と関係づけることなしに良心を色づけることはできないだろうと思いま

す。以上です。

井上:ありがとうございました。伊耐"モ生。

伊藤:私も実は良心学研究の中のメンバーに入っておりますので、多少その

研究会を弁護しながらしゃべりたいと思います。まず、良心学とか、それか

ら建物に良心館とつけていると、何かきざであるとか、あるいは非常に偽善

的なイメージが生まれやすいだろうと、これは思います。

ただ、今の良心学研究会は非常に有能な小原先生という神学部の先生を軸

に、かなり1嬌広く柔軟性を持って動いていますので、 J1シ常に有効な仕耶・をし

ているのではないかと思います。

ーつは、いろいろな分野の方を意図的に集めて耐八、ているということです

ね。何よりも面白いのは脳科学という自然科学の先生が何人か加わっている

ことです。そうすると、まったく人文系や社会科学系では鬼U象できないよう

な観点から発想しまして、やっぱり調べてみると、人問の脳の中に良心とい

＼

・1一生のお話の良心市卵の立てられた事情というのは而

欝、1'・イグゞ1 [主1し、と,1き1、し、まし大!。
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えるものが火体はあるんじゃないかなと。ただし、脳がクく損している人剛が

いて、その場介にはまったくそれがない人冏も起こるのであると。こういう

'、うなことを言、うわけですね。

それで、ちょうど同じようなことを江戸時代の侃;岩の伊噂町二斎がそういう

ことを言っていまして、人闇はもともと道徳、的な人だと井われるけれども、

小にはまったく徳と無関係な人朋も生まれながらにしてあるような気がする

と洲らしているんですね。吉j1階ι次郎がそれをまとめて、仁斎が「今までの

儒名の中で誰も冒わなかった卓見じゃないか」と谷っていますけど、そうい

うふうな生理的な問題も含めてぢえる幅があること。

それから、例えば経営学名なんかが入っています。そうすると、そういう

人たちはブラック企業というふうなことに非常に関心があるわけですね。何

がブラック企業で何がブラック企業ではないかということから企業の良心と

いうものをぢえていくと、論語0>言葉で「過ちてそれを改めざる、これすな

わち過ちなり」ということでありまして、ブラックの而に気がついた企業で

由己修正能力がある企業はブラック企業ではなくなっていくだろうと。その

肉己修Ⅱご形力がない企業はブラック企業だろうというわけですね。

そうすると、ブラック同志社とクール同志社と考えますと、一体、ケく損し

たリ1件を起こすような悪質な学生が出ないように、また過ちを糾拘返さない

ような大学になるかならないかとか、そんなことでブラック1司志才士になる

か、クール同志社になるかの述いも分かる、将来がかかるかなと思っており

ます。

私はキリスト教に1!噸獣でありますので、キリスト教を乞騒盡にしろと言われ

るとちょっと複雑な会W寺ちがいたします。新島が同志社を作る.やで同志社と

いうものは Congregationa1 な大学とはぢえないということは何「01が禽ってい

まして、宗派にとらわれない大学にしたいと。そこまでは言っているわけで

すね。アメリカなんかでも、ブぐ子が白律してくると宗派から独立してまいり

ますので、もうちょっと畍引まあってもいいかなと思ったりしております。

井上:私は司会者でございますけれども、 私の愆見を小し上げたいと「-1,、

思います。私は同志社大学に学び、教え、現在退職した者でございます。例

えば一番新しい同志社の建物が良心鮮北いう名前がついておりますね。ご存

シン寸{ジウム総、介,邑、'1
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じのとおり。それから、新町校舎に行きますと、見.上げますと「人一人ハ大

切ナリ」と習N、てありますね。私は同志社に学ぶ学生が、それが4年であ

れ、大学院を含めて6年であれ、空気のように吸っているうちに「人一人ハ

大切ナリ」という言葉がいつの問にかその人の人生観の端っこに位楓づけら

れるということを私は実感として知っております。

したか'つて、大学がその建物のすべてに何号'館、何号館というのをつけて

終わる学校もありますけれども、伺志社のように良心゛官とか有終館とかいろ

んな名前をつけることに、そのキャンパスで学ぶ学生に対する教育を闇接的

にやっているんだと。こういうことを私は実体'験として玉"兼に小し上げたい

のであります。以,kです。はい、どうぞ。

北垣:付け加えて言わせていただきますけれども、今回のことで準備のため

に良心学研究センターに述絡しようと'思ったら、同志社の名抑に載ってない

んですよ。良心学研究センターというのはどこにもありません。これは良心

がないということだと思いたいです。

井上:一番新しい冬'知にも出ていませんか。

北垣:出ておりません。

B:すみません。手を挙げていたのでもう一度だけ言わせてください。イム教

とか神道の大学でない限り、多くの大学功ゞ何となく儒教的な、儒学的なもの

を打ち出す人ですね。ところが、さっきも印し1.げましたとおり、私は立命

館なんですが、立命館の建物は全部心がついているんです。もうずっと昔か

ら。研心゛官とか存心゛官か、皆心がついています。そして、僕がいた闇、教え

られたことが良心なんです。だから、良心、というものを訴えている大学なん

てもうそれこそ昔でいえぱ道に落ちている馬の糞みたいにたくさんあると思

います。

キリスト教は全 1,000校からある大学の中で何校あります?だから、僕

は立命館で学んでいる闇、ずっとものすごく不満だったんですね。私は幸い

というか、キリスト教の家に生まれて、親父もりレ常に厳しいクリスチャンだ

つたもので、伶如民してキリスト教教育を受けたものですので、非常に変な感

じを受けました。それで、そのときに特に感じたのが、同志社の神学部の方

がイエスかゲバラかと言ったんですね、あの当時JQ。ゲバラは人問ですよ
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ね。私は、イエスは人闇だとは思っていないので。それと同じことを今ちょ

つと先生から剛いて、先生の意見じゃないですよ。鬪いた、軍部の意見と岡

志社がそれに答えた意見と、開いていますとイエスかゲバラみたいに剛こえ

たんですね。

だから、僕は詞志社のようにすごい学校が、佳肋予1市れていて、僕の飽、・fも

入れましたし、飽、Υ・も今同志村プく学を出たおかげで、今じゃタ,古屋の、二う

てええのかな、市長に継ぐ地位にいますけども、森永先ルにこの闇片うた

ら、「そら、 B さん、詞志社へ入れたからですよ」とえらい、私はすばらし

いと思うんです。私は、同志社を何らけなす気も全然ないです。けれども、

僕らが外から、しかもクリスチヘ,ンとして外から兒ていると、同志社は何で

新島襄はクリスチャンであり、樂冉をあれだけ大切にしているのに、何でΠ

本中の大学が1曝えているような良心、というようなタ,前を引っ張りだしてくる

のかなという具合に僕は疑問に思っていて、今日はほんまに言いたくてこん

なになっていたんですけど。

井上:ありがとうございました。

沖田:ちょっと一言いいですか。私は、新島襄は多くのお弟・fさんに影Wを

!j・えたと同時に、徳富1様1峰からも大きなj沙郡を受けているのではないかと思

うのです。新1島先生はね。良心を丁・腕に運川したる社会を作っていこうとい

うね。そういう思想は徳口{蔀咲峅から受けたものだと忠うんですよ。だから、

桜Ⅱ_1_1安止の宛てた手紙は、文脈で同志社の敦育を言ったんじゃなくして、当

時のΠ本の政治状況の小でああいうオリバー・クロムウェルのような良心を

手腕に運用しうるそういう人が出てくる必要がある人じゃないかと蔀うたこ

とだと、私のそういう邱靜犬は閥述っている人ですかね?そういう'、うに円!

解しています。

それで、良心教育はそのとおりです。京制yく学は非良心教育かと。慶應、

早稲田は反良心教育かと。みんなやっていますよね。学問をしている人はみ

んな、クリスチャンであるかどうかにかかわらず、宗教を井っているかにか

かわらず、みんな良心、的に学生に対1心していると。だから、良心教介といっ

ても詞志社の教育を、井うたことにならないんですよ。これを訴'つてしもたら

おしまいですけどね。もっと述う、よその大学と述う、向志社独特の教育那

シンポ゜ジウ Z、i捻介品1、倫
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念があるはずなんですよ。それは新鳥襄の教育理念なんですよ。そういうこ

とをやっぱり前面に押し出すほうが、今後の同志社にとって重要ではないか

と恩います。

B:賀任だと思うんですけどね。

井上:ありがとうございました。このフロアには立命館大学のご出身老もお

られるし、早稲田大学の出身者もおられるし、いろんな大学の出身者がおら

れてよろしいんじゃないでしょうか。われわれは新島襄を建学の理念として

持っていますけれども、新島がオーソライズドされてしまうと形骸化してし

まう。やはり、それの長所とともに短所は何であるのかということを客観的

に検討する必要があるんじゃないでしょうか。そういう淫沖米では、皆さんか

らの粘極的なご批判、ご意見も拝聴したいと思っているところでございま

す。まだもうちょっと時間がありますので、いかがでしょうか。ほかにいか

がでしょうか。はい、どうぞ。

今 座ってG :私は、 63年に商学部を出ました一卒業生の G と申します。 、

おられます4 人の方の中で、私は北垣先生とは 1960年に、北垣先生の結婚

式で初めて北垣先生と出会いました。それから、伊際先生は、伊藤先生は全

然ご存じないと思いますが、ちょうど阪神淡路大震災があった95年のとき、

当時、伊藤先生は田辺校舎のほうで新島学を教えておられましたので、私は

聴誥生としてずっと講峩を拝軸させていただきました。それから、井上先生

は北垣先生が主催されていた人文研のアーモスト大学と同志社の交流シンポ

ジウムのときに4年か6年問一緒にご同席させていただきまして、井上先生

のコメント等が非常に鮮明に残っておりますが、そういう関係で私は今1ヨ非

常に関心を持っていたものですから、はるぱる炎天下のもとやってきた次第

です。

それから、沖田先生は、これも私、アーモスト館出身なものですから、そ

ういう関係で沖田先生のお名前と、それから何回かのお話を賜っておりま

す。そういうことで以下、質問というよりも、批判もしてもいいとおっしゃ

いましたので、一卒業生として同志社に対する批判をしたいと思います。

悪いところもあると思いますけれども、少なくとも私は卒業して50年切、

上、日々老えてきたこともあるんです。といいますのは、ーつにはキリスト
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教についてです。利、が同志社へ人ったときは2年闇浪人して、同立大学を滑

つて、'沿り11二めで同匙井上へ入ったものですから、入学子又のときも寳美歌を開

きながら「ああ、俺、これ、述った学オ交へ来てしまったな」という、岡;占社

へ入ったときの印染はそういうことで、まして良心、的教育とかキリスト教教

育を期待して入ってきたわけでは全然ないんです。

しかし、入ってみてから、紳薪兪だけを言いますと、私は何とか子えられた

この刷沽才士のキャンパスを 100%利川してやれということで、まずーつ利用

させていただいたのは当時の分浮文センターであります。宗教センターには翌

原先生とか、それから川11嚇洋子先化、それからハワイ寮の舎監をされていま

したヤング先生、それから英国から来ておられた D. G.ロイド先生、その人

の聖轡涌Ⅷ埀を、利、は商学部の授業をサボリながら、ずっと4午岡続けて出1常

しました。

それから、先ほど雜オ、i訴されましたけれども、チャペル・アワー、当"は

授業がないものですから、分からないなりに何とかキリスト敦をN解しよう

と思って、サボつたHもありますけれども、アッセンブリー・アワ一と一銘

に出席をしました。

それから、もう・ーつは、私はオーテス・ケーリさんという先オに、これこそ

まさしく私の人ルの大先11二でありますが、オーテス・ケーリさんのノ＼格教介

を通して、私は、何ていうんでしょうか、人削主裟の教育、そうとしかliい

ようがないんですが、あるいは裸の人開教育、これに打たれまして、「あ、

同志社にはこういう人がいたのか」と。そこで初めて私は詞志ネ上大学の存在

価価というものを自分なりに納得しました。

以、ト、ちょっとアプローチが長くなってしまいましたが、 4年開、同志社

火学で学んでから、私は凶際キ.巽といったら多少大げさかもわかりませんけ

れども、日木貿易振興会という増W昜に符をおいてきましたけれども、やはり

ケーリさんから学んだ人問主義、それがただ単なる縦鬨係のことじゃなし

に、やはりノ＼1珂のノ＼格主義、これが今H のテーマになっております⑳"、

Science だと思います。そういう思想を私は現在でも1寺っておりまして、例

えば私の時イ・tではべトナム戦争に反対するために、私はサラリーマンでした

けれども、べ平速に入ってデモにも参加しました。沖縄返還のときは沖縄へ
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行って、労イ弼乳合の代表として座り込みをやってきました。

これは私のささいなことなんですが、同志社に対する批判を端的に申し_1二

げますと、やれ、キリスト教主義だ、良心主義だ、国際主義だ、自由主義だ

と、何か言葉だけがひとり歩きしているような感じを今でも持っておりま

す。一番欠けているのは fawlty と学生とのノ＼格的な教育が引γ常にないんじ

やないかと。それは今でも猿U惑しております。

たまたま長男も次男も同志社を出ましたけれども、彼らはやはり人格教育

をされていないと見えて、同念ネNこ対する愛着はあっても、先ほど誰かが言

われました、何か貢献しようとか、そういう思いはさらさら持っていないよ

うな感じがします。

結論を小し上げますと、私はやっは゜りキリスト教主義というものは在学中

のみのキリスト教じゃなしに、社会に入ってから、そしてまた生きている限

り何が真実なのかという問いを惜ル、続けていくようなイエス・キリストとの

刈盲舌、そういうものじゃないかなと思いますから、簡単にキリスト教主義と

か、あるいは良心主義とか、そういうものに結論を出さないような、もっと

人冏対ゾ＼問の'、れあいをするような、その教育を根底に置いて、今後の同志

社教育をする必要があるような感じがします。

井上:ありがとうございました。 H 先生ハ先ほど手を芋孔テられましたね。

H :どうもすみません。本当に今日はいろいろ啓発されるところの多いお話

をたくさん開かせていただいて、今はまた同志社教育の根幹に関わるような

大事なことをこの空気の'やで感じられまして、大変うれしく思っておりま

す。

こんな小さな質問をしてというのでちょっと気が引けるんですけれども、

沖田先生のお配りしてくださいました資料・なんですけれども、3枚のうち 2

枚目に奥村隆三さんのことが出ておりますが、隆三のΠ逢」という字は

陪凶という字を習く龍三さんという方もおられました。総務部長をしてお

られたんですが、同一人物なのでしょうか。それとも、別人なのでしょう

か。ということなんでございます。

沖田:『百年史』(『同志社百年史上著者注)にはこの表記があるんですね。

それで、ある資料には階副の字が書いてあるんですね。私が依拠したのは

56

ー
、
+
ト
イ
ー
ー
イ
{
}
}
'
'
見
、
づ
}
ー
'
 
t
4
、
L
 
T
全
 
1
 
、
ー
[
!
f
 
、
、
ー
、
、
ー
、
ー
'
'
J
 
;
ト
 
f
 
t
 
.
 
1
 
王
を
t
 
、
)
ー
、
、
宝



而年史の資料・を、初めは「龍」にしていたんですけど、 1'而年史、1 には雜制

を使ってぃる。それで、同・一人物だと,獣います。プリントミスでΠ難』にな

つたり「龍」になったりしているんですけども。私が、ダつと今まで見てきた

のは「龍」のほうですが、先だって百午史で砕認したらこの字になってい

た。

井上:はい、どうぞ。ちょっとお待ちください。短くぉ願いします。

H:今の奥村隆三さんの N制のことですが、熨村さんは人物特定するため

にあれするんですが、戦前、祁jゴYMCA の絲ニモ唖をなさっていて、戦小

戦後、1司志社の理小、それから紅専制沸長をなさったガでしょうか。もしそう

だとすれば、実は私、その奥村隆三さんに仲人をしていただいておりますの

で、そのときにやっぱり「院」ですね。

沖田:「龍」が征しいと思います。

H :はい。そのことをちょっと小し上げたいと。

沖田:『喜年兜、1 が岡述ってるんですね。

井上:はい、どうぞ。

H :いろいろいいオ3'舌を聞かせていただいて、ありがとうございました。い

ろいろ意兒がございますけれど、私としては今後、同志社はどうすべきかと

いうことにつぃてしぱ'らくネ占'倫が出ないとすれぱ、新島主義でいくという'、

うなi;い力を凹分使ったらどうかと。やはり新工,タ褒に1迄1御した火学にする

と。それは、キリスト教主義という方、うに言ってしまうと、それは11〒通乍市'

になってしまいますのでf普通タ,詞になると新工,シからある意味では航れてい

くという問題が出てまいります。

私はやはり、新島嚢の影糾吃受けた人はどういう人かとか、何で深分詳を jc

けたのかといったら、やはり私は彼の教育方針に影糾瀋受けたのではないか

と。教育方針をいろいろ分析してみますと、やっぱりキリスト教の小で、キ

リスト教の教えたこと、特に彼の場合は'つの学校の理想といいますか、 N

念から学人で、それが身について、またいいクリスチヘ,ンから学んだことか

ら彼の教育力針というのができたと,恐います。その力針に従ってずっと接し

てきた者で、それに影紳を受けた人がいろいろ育っていくと。その,十,で、私

はほかの火学にはない特徴として、福祉関係が多いということにもっと注U
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をしていただいて、福祉の人がなぜ詞志社からたくさん出るのかということ

を逆算してみれば、やっは゜り新島襄主義がいいのではないかと。

そのために今後何をすべきかというのは、今、新島塾というのもございま

すけれども、やっは゜り何百人の新島襄を育てていかないと、この 1万2,000

人の規模を擁していくわけにはいかないということで、新島主義がいいんで

はないかというご提案ですが、いかがでしょうか、先生方。

井上:ありがとうございました。何晦喫先生、何かございますか。いぃです

か。時問がちょうど2時50分になりまして、コーヒー・アワー、コーヒー

ブレイクの時闇に入りました。小予剣司に後ろに並べてぃただきましたの

で、ちょっと一服の時間をとりたいと思っております。先ほど出ましたよう

な意見もどうぞ、立ち話としてお出しいただけれぱ幸いでございます。それ

では、次は 151時30分からでございますが、よろしくぉ願いいたします。
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